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（交通相）これから中期的、とりわけ長期的には、交通インフラのための資金調達は、従来の方法どおり連邦政府の予算で 

は必要な措置を全て施せるだけの金額を賄えないでしょう。交通量が増加し、性能の良い交通システムの需要

が高まっている一方で、公共の資金は乏しいのです。ですから我が省では、禁止事項を設けずに自由にアイデア

を出し合うことにしています。 

（記者）●つまり、新たな収入源を探しておられるのですね。 

（記者）●乗用車向け課金案は引き続き議論から外されたままなのでしょうか。 

（交通相）現時点においては乗用車向け課金「プロジェクト」は存在しない、というのが実際のところです。しかし我が省の専

門家たちは、交通インフラへの必要不可欠な投資のための中長期的な資金源を、どのようにして確保すればよい

のかと憂慮しています。例えば官民協働において我々は良い経験をしました。今後はより多くの民間資本を動員

したいと考えています。 

（ 参考記事）  2010 年 2 月 12 日「ボン ・ ゲネ ラルア ン ツ ァ イガー 」紙  ラ ムザウ アー交通相イン タビ ュ ー
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